
一二1β

幕
末
期
I
に
お
骨
る
農
閑
奈
業
の
展
、
廟
言

-
上
l
小
作
魯
∵
農
層
を
中
心
に
し
て

.
中

山
　
∴
富

′

は

・

じ

め

に

′

広

島

藩

、

と

り

わ

け

賀

茂

郡

を

対

象

と

し

た

研

究

で

は

管

見

の

か

ぎ

り

地

主

経

営

の

分

析

が

主

た

る

む

の

で

あ

っ

て

、

農

閑

余

業

を

正

面

か

ら

取

り

上

げ

た

研

究

は

い

ま

の

と

こ

ろ

.

な

い

。

言

及

さ

れ

て

い

て

も

そ

れ

は

地

主

経

常

に

か

ぎ

ら

れ

て

ぉ

り

、

.

わ

ず

か

に

「

上

層

県

民

の

在

郷

商

人

化

、

三

石

未

満

層

の

余

・

雅

美

・

労

働

①

.

力

販

売

」

と

特

徴

づ

け

ら

れ

て

い

る

に

す

ぎ

な

い

。

そ

こ

で

小

論

で

は

、

安

芸

国

賀

茂

郡

広

村

を

事

例

と

し

て

、

幕

末

期

の

農

閑

余

業

の

問

題

を

考

察

し

た

い

が

、

特

に

当

時

の

農

民

に

と

っ

て

農

閑

余

業

が

農

業

経

営

中

に

ど

の

よ

う

な

財

経

を

占

①め

て

い

た

の

か

と

い

う

ご

と

に

つ

い

て

考

え

て

み

た

い

。

晨

閑

余

業

の

意

義

づ

け

に

つ

い

て

安

長

城

盛

昭

氏

は

、

一

非

自

立

的

な

小

作

農

民

経

営

と

い

う

視

点

か

ら

零

細

小

作

喪

と

晨

閑

余

業

・

年

季

奉

公

人

放

出

・

旦

展

稼

⑧ぎ

と

の

結

び

つ

溝

の

必

然

性

を

強

調

さ

れ

た

・

。

こ

れ

は

農

閑

余

業

そ

れ

の

み

に

つ

い

て

限

定

す

れ

ば

、

貧

農

経

営

の

再

生

産

維

持

の

た

め

の

、

い

わ

ば

補

完

物

-

家

計

の

補

充

つ

・

-

と

し

て

位

置

づ

け

た

も

の

で

あ

る

。

と

こ

ろ

で

農

閑

余

業

に

こ

て

定

義

を

与

え

て

お

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

だ

▼

ろ

午

史

料

の

上

で

は

、

「

浮

墜

「

禁

浮

儲

」

「

余

哲

「

農

商

渡

世

」

等

々

の

表

現

で

み

ら

れ

る

が

、

今

の

兼

業

-

若

干

.

の

こ

ユ

ア

ソ

ス

の

違

い

は

あ

る

が

ー

い

に
当
た
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
小
論
で
兼
業
と
い
う
語
を
紺
わ
ず
に
畏
閑

余
業
と
い
う
語
を
使
っ
た
理
由
は
、
「
農
閑
」
と
い
う
言
葉
の
響
き
に
あ
る
。
言

ぅ
ま
で
も
な
く
、
農
作
業
の
ひ
ま
な
時
期
だ
け
に
種
々
の
余
業
が
行
な
わ
れ
て
い

た
わ
け
で
は
な
い
が
、
後
述
す
渇
よ
う
に
「
い
か
な
る
商
品
生
産
に
携
わ
っ
て
い

る
農
民
-
特
に
小
作
貧
農
層
-
で
あ
っ
て
も
、
農
民
自
身
は
「
作
間
」
に
行

な
う
∵
「
余
稼
」
で
あ
る
と
観
念
し
て
い
る
へ
あ
る
い
は
強
固
な
幕
藩
体
制
・
鼠
主

権
力
に
よ
っ
て
観
念
さ
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
た
か
ら
で
あ

る
。
そ
れ
は
客
観
的
に
み
れ
ば
商
品
生
産
に
携
わ
る
も
の
と
、
そ
う
で
な
い
も
の

と
の
両
者
が
含
ま
れ
る
が
、
幕
藩
体
制
下
の
小
作
貧
農
層
の
観
念
か
ら
す
れ
ば
、

い
か
な
る
兼
業
で
あ
っ
て
も
晨
閑
余
業
な
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
一
以
下
の
行
論
㌻
作
基
層
の
農
閑
余
業
が
中
心
と
な
る
が
、
・

一
部
の
上
層
農
民
の
そ
れ
に
は
.
「
兼
業
」
.
と
い
う
語
を
使
っ
て
お
い
た
。

「
.
広
村
の
概
略
　
-
　
前
提
　
-

賀
茂
郡
広
村
は
呉
の
東
に
位
置
し
、
背
後
に
黒
潮
数
ケ
村
を
擁
す
る
、
瀬
戸
内

⑥

海
に
面
れ
た
新
開
村
で
あ
る
。
明
治
十
年
(
一
八
七
七
)
「
第
八
大
区
窒
戊
郡
広

村
景
況
酋
」
に
よ
る
と
」
毛
付
反
別
約
七
八
〇
町
、
人
口
は
一
・
二
万
人
、
戸
数



二
、
八
二
二
戸
(
う
ち
塁
戸
数
一
、
九
五
五
戸
)
　
と
い
う
大
規
模
な
村
で
あ
っ

た
。
阜
ま
、
小
論
の
意
図
に
か
か
わ
る
宅
し
ろ
を
簡
単
に
触
れ
て
広
村
の
概
略
に

か
え
よ
う
と
思
う
。

‖
　
農
民
層
の
分
化
に
つ
い
て

.
第
1
表
は
幕
末
期
の
土
地
保
有
別
規
模
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
.
一
石
未
満

の
零
細
農
が
八
〇
%
前
後
を
占
め
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
な
お
表
に
は
含
め

な
か
っ
た
が
、
一
数
多
く
の
無
高
層
の
存
在
と
、
.
一
〇
〇
石
以
上
の
土
地
を
集
積
し

て
い
る
尾
道
・
三
原
な
ど
の
商
業
高
利
貸
資
本
の
進
出
と
い
う
事
実
も
付
け
加
え

て
お
き
た
い
。
一
こ
の
よ
う
な
農
村
構
造
の
も
上
に
あ
っ
て
は
、
当
然
地
主
・
小
作

関
係
の
展
開
が
予
想
さ
れ
る
。

川
.
地
主
・
小
作
関
係

幕
末
・
明
治
初
年
の
地
主
・
小
作
関
係
を
量
的
に
把
握
す
る
こ
と
は
、
関
係
史

料
の
残
存
状
況
か
ち
し
て
由
難
で
あ
る
が
、
文
政
二
年
.
(
一
八
一
九
)
「
国
郡
志

御
編
集
二
付
書
出
帳
」
に
次
の
.
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

当
村
百
姓
専
耕
作
を
主
と
し
て
外
二
産
業
な
し
、
依
雨
中
百
姓
浮
過
迄
も
預

作
を
し
、
き
こ
農
業
を
励
ム
市
己

ナ
ダ

-11-

第1義　　　士地保有規模の分布の動向

(注)小川国治「近世後期瀬戸内農村における『農民的土
地所有』の進展」(『芸備地方史研究』69・70).より

′引用

第
1
回
は
名
寄
帖
・
水
帖
お
J
び
下
札
帖
周
か
ら
大
新
開
」
灘
組
農
民
の
土
地
貸

借
規
掛
を
推
定
し
、
自
小
作
別
に
推
測
・
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。
正
確
さ
を
欠

く
と
は
言
え
、
地
主
・
小
作
関
係
の
展
開
を
十
分
に
示
し
て
い
る
し
、
自
作
農
の

極
端
な
両
極
分
解
も
示
し
て
い
る
。

次
に
小
作
料
が
ど
の
程
度
で
あ
っ
た
か
は
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
が
、
幕
末
期

⑥

の
一
枚
の
文
書
が
か
な
り
高
率
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ち
七
り
四
.
.

一
有
畝
弐
反
　
サ

大
林
分

第1図.票鮎篭露広村
(石)

25～」2

3　2　8　6　7

7　2　928　3

3714ノ~6.47　9

・20～

15～

IO～

9～

8-

7～

6-

5～

.4T〉

3・-

2～

1～

0～

経
営
石
高

自　白　日中、小そ

、.鑑　小目・の
主作作作作他

(注)但し　小作地の石数には3
分の1をかけてある。
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■

分
米
弐
石
五
升
九
合
九
勺

此
物
成
壱
石
弐
斗
三
升
l
五
合
九
勺

高
二
付
六
ツ
成

内
三
石
　
＼
　
　
・
預
ケ
米
ノ

差
引
壱
石
七
斗
六
升
四
合
壱
勺

よ
ノ
十
、

一
有
畝
壱
反
弐
畝

.
分
家
九
斗
九
升
五
勺

此
物
成
五
斗
九
升
四
合
三
勺
伝
左
衛
門
分

内
.

・
壱
石
八
斗
　
　
　
預
ケ
氷

差
引
壱
石
弐
斗
五
合
七
勺

町
の
農
産
物
の
割
合
を

二
が
し
た
よ
う
に
、
米
麦

綿
半
が
主
生
産
物
で
あ

る
O.

こ
こ
で
綿
に
つ
い
て

簡
単
に
み
て
お
く
と
、

明治初年における
作付状況

明
治
初
年
に
は
約
五
二
　
衷

町
の
作
付
を
示
し
て
い
　
那

明治6「田畑の件」よ
り作成。ただし見付田畑
を除いた約455町の作付
状況である。

る
が
、
、
幕
末
期
の
作
付

、
旬
)

状
況
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
幕
末
期
の
庄
屋
で
あ
っ
た
多
賀
谷
隊
左
街
門
の
手
記

差
引
高
が
小
作
料
で
あ
り
、
物
成
よ
り
も
小
作
料
が
高
い
の
に
注
目
さ
れ
る
。
ま

た
先
に
引
用
し
た
「
第
八
大
区
賀
茂
郡
広
村
景
況
書
」
に
は
、
田
方
小
作
米
と
し

て
「
上
等
反
二
付
凡
壱
石
弐
斗
八
升
預
ケ
ヨ
リ
下
等
弐
斗
五
升
マ
テ
丸
平
均
三
斗

五
升
」
と
い
う
よ
う
に
一
項
日
独
立
し
て
設
け
ら
れ
て
お
り
、
地
主
制
が
少
な
く

と
も
近
世
後
期
ご
ろ
か
ろ
展
開
し
っ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
・
一

個
　
農
業
生
産
物
と
商
業
的
農
業
　
　
　
　
　
　
　
′

一
般
に
瀬
戸
内
地
方
は
沓
内
と
と
も
に
商
業
的
農
巣
の
高
度
な
発
展
地
域
と
し

て
理
解
さ
れ
て
.
い
る
が
、
広
村
は
ど
の
▼
よ
う
な
特
徴
を
も
4
て
い
た
の
で
あ
ろ
.
う

か。、・
ま
ず
主
な
農
業
生
産
物
を
胡
治
十
年
「
第
八
大
区
賀
茂
郡
広
村
景
況
菅
に
よ

⑦

っ
て
列
挙
す
る
と
、
田
に
は
　
「
主
作
稲
、
外
二
轟
」
、
畑
に
は
「
主
作
轟
麦
苧
大

喝
外
二
雑
穀
」
で
あ
り
、
二
毛
作
中
心
の
か
な
り
集
約
的
な
農
業
経
営
が
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
′
る
。
第
2
表
に
明
治
六
年
の
見
付
田
畑
を
除
く
四
五
五

に
よ
れ
ば
「
広
村
綿
植
付
畝
数
凡
弐
百
町
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
4

当
辺
ハ
御
城
下
近
在
与
達
ひ
専
ら
稲
作
ヲ
本
朝
二
任
侠
処
、
一
三
十
余
ヶ
年
前

身
新
開
所
へ
追
々
植
増
余
程
作
り
出
申
侯
勉
、
近
年
凶
作
打
続
殊
三
但
合
も

富

・
不
懸
.
ニ
付
1
・
昨
今
ハ
尚
又
已
前
通
り
多
ク
ハ
稲
毛
ヲ
植
付
申
侠

右
の
史
料
に
は
、
文
政
年
間
よ
り
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
り
た
轟
作
が
安
政
期
の
凶

作
に
よ
っ
て
採
算
が
あ
わ
な
く
な
っ
た
た
め
、
ま
た
も
と
の
よ
う
に
稲
作
中
心
に

な
・
つ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
安
政
年
間
よ
り
轟
作
が
停
滞
し
て

い
っ
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
凶
作
に
よ
っ
て
衰
退
し
て
い
く
よ
う
な
綿
作
=
商
業
的
良
美
の
展

力

開
度
は
い
か
な
る
も
の
で
ぁ
っ
た
の
か
。
一
八
世
息
末
の
寛
政
期
の
記
録
に
よ
る

と
、
木
綿
・
布
に
つ
い
て
は
「
百
姓
共
日
用
於
ハ
織
巾
侯
、
売
侯
儀
無
御
座
院
」
、

同
様
に
き
わ
た
・
荒
苧
・
.
菜
種
に
つ
い
て
も
「
少
シ
ツ
.
、
作
り
申
侯
、
完
炊
飯
無

御
座
」
と
あ
り
、
商
品
化
さ
れ
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
ご
と
を
示
し
て
い
る
。
文

政
期
に
な
っ
て
も
、
例
え
ば
末
節
な
ど
は
「
女
ハ
少
々
宛
織
の
へ
を
す
れ
ど
も

㊤

只
村
中
二
両
商
フ
程
之
事
前
已
」
で
そ
の
規
模
の
ほ
ど
が
う
か
が
え
る
。
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轟
作
が
本
格
的
に
商
品
生
産
と
し
て
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
天
保
期

以
降
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
数
多
く
の
抜
荷
の
例
か
ら
推
測
で
き
る
し
、
農
民

の
な
か
に
も
「
当
時
者
何
作
二
活
も
銘
々
得
勝
手
ヲ
以
作
香
致
シ
当
村
こ
お
ゐ
て

ハ
米
穀
不
自
由
二
相
成
、
無
拠
買
入
米
二
而
自
身
御
年
貢
米
斗
リ
出
侯
者
も
有
之

⑳

趨
二
相
関
へ
.
、
中
二
老
不
正
之
他
国
米
買
請
御
年
貢
米
二
差
出
侯
」
締
作
百
姓
も

出
現
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
締
作
を
中
心
と
し
た
商
業
的
農
業
の
展
開
は
天
保
期
以
降
と
い

う
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
が
広
村
に
お
け
る
「
永
代
売
」
形
態
に
よ
る
土
地
移
動
の

9

展
開
と
時
期
を
同
じ
く
し
て
い
る
こ
と
は
示
唆
的
で
あ
る
。

二
　
幕
末
期
の
責
閑
余
業
に
つ
い
て

の
　
寛
政
～
文
政
期

幕
末
期
の
前
提
と
し
て
寛
政
ト
文
政
期
の
員
閑
余
業
の
特
色
を
み
て
お
こ
う
。

こ
の
時
期
の
長
閑
余
業
を
示
す
史
料
は
あ
ま
り
残
存
し
な
い
が
、
ま
ず
寛
政
七
年

(
一
七
九
五
)
「
御
領
分
諸
色
有
無
物
帖
御
約
メ
御
用
二
付
産
物
御
改
帖
」
　
に
よ
・

っ
て
こ
の
時
期
の
農
閑
余
業
の
あ
り
方
を
み
て
い
き
た
い
。
少
し
長
い
が
主
要
な

一
わ
た
う
ち
　
　
　
　
.
弐
人

一
木
締
実
　
弐
千
弐
百
八
拾
弐
貫
七
百
六
拾
目

一
木
轟
.
可
矧
期
日
l
州
甜
l
州
」
矧
判
例
売
l
矧
碑
矧
例
刻
耐

一
鯛
渕
刀
刃
凧
オ
矧
.
矧
柑
釧
柑
劃
矧
田
シ
l
を
l
矧
剰
別
矧
肥
前
-
[
日
日
]
同

部
分
を
引
用
す
る
。

一
鍛
冶

一
紺
良

一
・
傘
箱
釣
燈
九
釣
燈
細
工

一
家
大
工

一
木
挽

一
左
官

一
飴
昆

一
石
切
細
工
人

壱壱三弐四弐弐弐
人人人人人人人人

御御
帖・帖
付付

御御御
帖帖帖・
付付付

・
国
備
後
オ
紀
州
迄
之
内
へ
積
出
し
売
申
候

一
山
ま
ゆ
.
山
中
二
滴
自
然
見
当
族
を
取
置
売
申
侯

嘉
可
萄
l
拙
瀾
嘲
矧
矧
困
矧
瀾
周

一
き
わ
た
　
壱
ヶ
年
凡
三
千
三
百
五
拾
七
〆
l
目

此
内
少
シ
売
中
候

一
竹
の
皮
笠
細
工
人
　
　
　
　
壱
人

一
唐
櫨
実
.
.
少
シ
ツ
、
売
申
侯

一
種
抽
稼
　
壱
人
手
作
手
絞
リ
ニ
仕
申
侯

一
志
た
み
細
工
人
　
　
　
　
弐
人

一
こ
ん
に
ゃ
く
製
売
之
老
　
′
弐
人
′

」
と
う
ふ
製
売
之
老
　
　
　
四
人
.

一
と
こ
ろ
て
ん
製
売
之
者
・
四
人

一
酒
屋
　
　
　
　
　
　
　
三
l
軒

一
長
浜
浦
商
人
共
沖
合
出
張
活
漁
を
買
大
坂
へ
積
出
魚
類
ノ
通
(
略
)

(
傍
線
引
用
者
、
以
下
同
様
)

・
鍛
冶
・
紺
屋
・
家
大
工
等
、
彿
ら
か
に
職
人
と
思
わ
れ
る
者
が
三
〇
畝
ほ
ど
存

在
し
て
い
る
。
寛
政
十
一
年
±
七
九
九
)
に
濱
村
の
戸
数
が
九
七
六
軒
で
あ
る

こ
と
を
考
え
る
と
極
め
て
わ
ず
か
な
割
合
で
あ
る
。
次
に
木
綿
・
布
は
共
通
し
て

「
日
用
於
ハ
織
申
候
」
状
態
で
あ
り
」
「
売
候
俵
無
御
座
」
と
容
か
れ
て
あ
る
よ
す

⑬

に
商
品
化
さ
れ
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
同
時
期
の
別
の
史
料
に
よ
っ
て
も

「
蹄
村
内
一
亘
中
程
や
作
り
幅
堅
尤
年
二
寄
侯
へ
ハ
少
々
ツ
.
、
売
中
堅
、
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「
も
め
ん
・
ぬ
の
」
　
に
つ
い
て
は
　
「
百
姓
其
外
浮
過
之
老
銘
々
日
用
於
ハ
織
申

朕
、
他
所
江
売
申
儀
無
御
座
候
」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
単
紺
商
品
生
産
段
階
を

脱
し
き
っ
て
い
な
い
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
ざ
れ
る
。

ま
た
長
浜
浦
商
人
が
畿
内
方
面
へ
層
出
し
て
売
る
「
鮨
浜
方
入
用
之
網
」
は
ど

の
よ
う
に
し
て
生
産
さ
れ
た
の
か
と
い
え
ば
、
「
当
村
、
分
村
オ
持
出
シ
を
買
集
」

め
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
生
産
状
況
は
「
百
姓
浮
過
之
妻
子
す
き
出
し
商
人

⑬

共
江
少
々
ツ
、
売
申
候
」
と
、
小
作
貧
農
層
の
負
閑
余
業
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
に
農
業
外
部
門
丑
は
若
干
の
小
商
品
生
産
が
み
ら
れ
る
が
、
・
「
売
俣

俵
無
御
座
候
」
と
い
う
商
品
経
済
の
未
発
達
状
況
で
は
小
作
貧
農
層
が
土
地
か
ら

離
れ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
.
晨
閑
余
業
に
も
新
し
い
局
面
は
現
わ
行
て
し
な

い
。
こ
れ
は
文
政
期
も
同
様
で
あ
り
、
次
の
文
政
期
の
農
閑
余
業
に
つ
い
て
も
簡

単
に
み
て
お
こ
う
。
・

文
政
二
年
(
一
八
一
九
)
「
国
郡
志
御
摘
発
二
月
書
出
帳
」
に
よ
れ
ば
「
晨
余

浮
儲
」
と
し
て

シ
キ
ミ

山
稼
　
当
村
野
呂
山
♂
薪
茅
梓
等
刈
出
す
、
新
券
之
類
ハ
村
中
其
外
御
城
下

辺
l
完
商
ひ
、
梧
ハ
尾
道
備
中
玉
嶋
其
外
予
州
辺
A
も
買
二
参
ル

一

塩
薦
　
少
々
宛
編
出
し
隣
村
仁
方
塩
浜
江
売
.

組
　
雨
天
之
日
成
ハ
夜
分
少
々
宛
な
ひ
村
内
二
両
売
ル

L
鰯
網
　
専
女
職
こ
す
き
出
も
仲
買
之
老
孟
冗
ル

木
綿
　
女
ハ
少
々
宛
織
の
へ
を
す
れ
と
も
只
村
中
二
而
一
商
フ
程
之
事
虎
巳

以
上
の
五
つ
の
稼
ぎ
が
代
表
的
な
も
の
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
.
た
と
え
ば
隣

村
の
仁
方
村
で
も
同
じ
よ
う
に
「
女
老
漁
場
用
之
鰯
網
を
す
き
出
し
売
、
牛
持
之

百
姓
ハ
塩
浜
業
の
地
場
す
き
か
き
に
雇
れ
、
柴
木
伐
出
ス
人
有
時
ハ
山
稼
二
雇
、

¢

　

.

或
ハ
塩
浜
用
之
中
絶
を
な
い
出
売
に
て
当
浮
儲
二
当
ル
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
右

、

に
あ
げ
た
余
業
の
一
つ
.
、
.
、
鮨
網
に
つ
い
て
別
の
史
料
で
は
「
当
村
之
俵
者
先
年
ム
ダ

漁
方
之
者
も
多
ク
御
座
候
二
付
麻
苧
統
口
問
、
男
女
老
人
子
供
二
至
迄
漁
網
漉
立

⑱

手
織
仕
候
」
と
あ
り
、
・
「
男
女
老
人
子
供
」
ま
で
が
ま
さ
に
　
「
作
問
」
に
行
な
っ
.

⑬

て
い
た
「
余
稼
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
.
、
「
山
稼
」
な
ど
農
業
部
門
に
お
け
る
商
品
生
産
の
発

展
如
何
と
は
関
係
の
な
い
農
閑
余
業
も
存
在
し
て
い
た
.
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
深
谷

氏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
余
業
は
「
近
世
期
を
通
じ
て
厚
い
屑
を
な
し

⑳て
」
い
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
仮
に
こ
れ
ら
の
余
稼
ぎ
を
一
般
的
(
基
本
的
)
・

余
業
と
い
っ
て
お
こ
ケ
。
t
か
し
農
業
部
門
に
お
い
て
商
品
生
産
が
展
開
し
て
く

る
と
、
そ
の
一
般
的
余
業
に
加
え
て
新
し
い
余
業
が
展
開
し
て
く
る
.
。
次
の
天
保

期
で
は
綿
を
中
心
に
し
て
そ
秒
こ
と
を
取
り
上
げ
て
み
ょ
う
。

は
　
天
保
期

態
中
退

一
近
年
米
直
段
下
起
二
候
処
、
諸
色
直
段
者
高
直
二
両
諸
人
及
難
儀
二
付
(

中
略
)
l
・
郡
中
一
統
左
之
通
直
段
下
申
付
院
(
中
略
)

一
酒
.
弐
割
下
ケ

一
味
噌
皆
油
酢
之
類
　
壱
割
半
下
ケ

(
店
呈
)

一
族
籠
て
ん
や
物
之
煩
都
而
　
弐
割
下
ケ

⑳

一
諸
色
類
　
壱
割
下
ケ

態
申
達
ス
・

近
年
米
価
始
諸
色
高
直
二
付
、
末
々
之
も
の
共
弥
増
難
渋
難
相
凌
二
付
、
請

職
人
扶
持
作
料
・
.
美
方
諸
貨
銀
等
引
立
凌
方
之
義
追
々
申
出
之
趣
承
届
提
供

へ
共
、
(
中
略
)
話
職
人
共
御
定
之
作
料
之
外
増
銀
受
取
中
間
敷
、

矧
州
剣
淵

・
中
背
・
日
雇
稼
之
も
の
共
二
至
迄
、
先
々
ぶ
差
足
り
侯
外
不
都
合
之
増
賃

㊧

受
取
侯
義
不
相
成
(
後
略
)
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右
の
二
つ
の
史
料
は
囲
文
政
三
年
(
一
八
一
二
〇
)
と
㈲
天
保
十
年
(
一
八
三
九
)

の
物
価
引
下
げ
に
関
す
る
法
令
で
あ
る
4
両
者
を
比
較
し
て
注
目
し
た
い
の
は
、

文
政
三
年
度
の
も
の
が
単
に
物
価
の
み
の
引
下
げ
を
命
じ
て
い
る
の
に
対
し
、
天

保
期
の
法
令
は
そ
れ
が
物
価
の
み
な
ら
ず
l
「
増
強
受
取
中
間
敷
」
と
か
「
不
都
合

之
増
賃
受
取
院
義
不
瀾
成
」
と
い
う
よ
う
に
、
「
諸
職
人
」
「
中
背
」
「
日
雇
援
」

等
々
の
賃
封
に
ま
で
言
及
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
む
こ
れ
は
賃
銀
の
引
下
げ
に
よ

っ
て
物
価
の
引
下
げ
を
は
か
ろ
う
と
す
る
洋
権
力
の
企
図
を
示
す
も
の
で
あ
る

が
、
.
こ
の
賃
銀
引
下
げ
1
物
価
引
下
げ
と
い
.
う
図
式
は
、
そ
れ
だ
け
当
時
の
農
民

が
「
賃
稼
ぎ
」
に
従
事
し
て
い
た
背
課
を
示
し
て
い
る
。

専

そ
こ
で
こ
の
㈲
法
令
に
対
す
る
広
村
の
「
約
帖
」
が
存
在
す
る
の
で
次
に
そ
の

主
要
部
分
を
紹
介
し
よ
う
。覚

賀
茂
郡
広
村

一
紺
昆
染
賃
五
割
下
ケ

一
職
人
口
作
料
六
割
下
ケ
此
節
老
御
定
通
之
外
増
銀
適
し
不
中

一
農
旦
屠
賃
六
割
三
歩
下
此
節
弐
匁
弐
分

一
線
打
賃
百
目
二
付
三
分

(
中
略
)

一
括
地
端
物
類
∩
〓
]
六
割
下
ケ

一
石
灰
四
割
下
ケ

一
薪
六
割
下
ケ

一
魚
鳥
類
凡
六
割
下
ケ
一

右
等
五
月
朔
日
後
此
節
迄
諸
色
直
段
御
尋
二
付
、

当
村
得
斗
相
し
ら
へ
申
侠

処
前
書
之
通
二
御
座
候
、
為
其
約
帖
面
差
出
申
侯
(
後
略
)
、

こ
の
史
料
に
よ
る
と
、
∴
ま
ず
諸
賃
銀
の
値
上
げ
禁
止
ど
こ
ろ
か
五
割
以
上
も
大
幅

に
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
と
え
ば
職
人
は
六
割
、
・
幾
日
雇
賃

は
六
割
三
歩
も
切
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
「
農
日
雇
」
「
轟
打
」
な
ど
従
来
の
余
業
と
は
異
な
っ
た
も
の
が
出
現
し

て
い
.
る
こ
と
も
示
し
て
い
る
。
「
綿
打
」
は
さ
き
の
寛
政
年
間
の
史
料
に
も
み
l

ら

1
れ
た
が
、
そ
こ
で
は
「
わ
た
う
ち
弐
人
」
と
い
う
記
載
だ
け
で
あ
っ
た
。
・
こ
れ

が
綿
作
の
発
展
と
と
も
に
次
第
に
一
般
負
民
の
蔑
閑
余
業
止
な
っ
て
い
っ
た
こ
と

は
、
「
百
目
二
付
三
分
」
と
賃
銃
規
制
の
対
象
に
あ
が
っ
て
い
る
.
こ
と
か
ら
知
る

′
1
1

こ
と
が
で
き
る
∵
し
の
よ
う
に
商
業
的
農
業
の
展
開
と
と
も
に
新
し
い
農
閑
余
業

が
壌
民
経
営
中
亡
占
め
て
く
る
こ
と
は
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
・

そ
し
て
、
従
来
の
余
業
で
あ
る
山
扱
ぎ
等
に
つ
い
て
も
薪
値
段
を
六
割
以
上
も

、下
げ
ら
れ
、
領
主
の
規
制
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
小
作
貧
農
層
の
生
活

′
を
ま
す
ま
す
国
難
な
も
の
と
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
農
民
の
い
わ
ば
「
特
権
」
で
あ

っ
た
一
般
的
農
閑
余
業
で
さ
え
も
小
作
貧
幾
層
に
と
っ
て
有
利
に
展
開
し
え
な
か

⑳っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

糾
某
永
・
安
政
期

安
政
五
年
(
一
八
五
八
)
、
厳
し
い
綿
実
統
制
の
も
と
に
お
い
て
一
つ
の
抜
荷

事
件
と
思
わ
れ
る
も
の
が
起
こ
っ
た
。
次
に
そ
れ
を
紹
介
し
な
が
ら
桑
閑
余
業
の

問
題
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
思
う
。
.

(
l

前
略
)
当
月
(
極
月
)
八
月
夕
、
村
内
一
届
閻
囲
寺
中
老
土
蔵
二
綿
実
所

持
仕
居
、
掛
改
役
嘉
右
衛
門
・
.
直
平
見
谷
侯
処
、
操
星
l
刷
刊
l
一
才
弐
拾
弐

俵
、
一
蘭
圀
了
七
俵
、
一
廟
1
助
圀
了
七
俵
、

新
右
衛
門

了
四
俵
、
都
合
四
人

之
者
オ
四
拾
俵
、
質
物
二
預
り
し
由
申
出
(
中
略
)
油
方
内
目
付
之
老
罷
棲

尋
合
之
振
合
も
有
之
中
値
右
体
申
出
供
l
J
付
、
早
速
夫
々
呼
出
候
処
、
惣
四

郎
俵
於
此
節
出
達
居
候
ニ
l
付
、
呼
帰
申
談
置
、
.
其
外
四
人
之
者
共
得
斗
柑
約

候
処
、
い
つ
九
も
小
味
之
老
こ
て
作
間
二
少
々
ツ
、
小
商
ひ
渡
世
致
、
毎
歳

実
線
弐
三
本
ツ
、
入
香
買
請
手
元
二
両
場
線
二
仕
立
所
々
商
人
共
へ
諸
品
々
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、
交
易
等
仕
来
、
尚
綿
実
之
義
ハ
時
々
御
場
所
へ
差
出
申
候
俵
二
御
座
候
華

樹
矧
困
却
斜
州
矧
劃
乳
倒
到
感
剰
矧
望
コ
矧
劃
剋
矧
矧
瑚
断
樹

.
輿
l
綿
実
二
両
も
相
渡
侯
ハ
、
直
段
も
引
上
ケ
請
取
之
(
中
略
)
約
定
致
、

惣
四
郎
蔵
所
へ
付
出
供
(
中
略
)
惣
四
郎
帰
村
次
第
相
約
重
而
御
様
子
可
奉

㊨

中
上
、
乍
去
右
体
之
俵
二
御
座
候
(
後
略
)

大
変
長
々
と
.
引
用
し
た
が
、
事
件
の
発
端
は
惣
四
郎
の
土
蔵
の
中
に
綿
実
が
隠
さ

れ
て
い
た
の
を
掛
改
役
に
見
付
け
ら
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
ー
寺
掛
改
役
が
語
間

し
て
み
る
と
、
そ
の
綿
実
は
民
平
・
友
平
・
与
助
・
.
新
右
衛
門
の
四
人
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
「
質
物
」
と
し
て
預
廿
っ
て
い
.
る
綿
実
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
な
ぜ
四

人
の
者
が
「
質
物
」
と
し
て
綿
実
を
惣
四
郎
に
差
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

か
之
言
う
と
、
そ
れ
ほ
乳
四
郎
と
民
平
ら
四
人
と
の
問
に
「
外
卸
事
取
引
」
滋
行

な
わ
れ
、
そ
l
の
決
済
銀
を
四
人
の
頂
イ
手
元
難
渋
」
の
た
め
払
え
で
右
の
代

わ
り
と
し
て
綿
実
を
質
物
と
し
て
差
出
し
た
の
で
あ
っ
た
4
　
こ
の
結
末
は
ど
う
な

っ
た
か
不
明
だ
が
、
こ
こ
で
二
、
三
の
点
に
つ
い
ヒ
述
べ
て
み
た
い
。
・

第
一
に
、
こ
.
こ
に
登
場
し
た
惣
四
郎
・
民
平
・
友
助
・
与
助
・
新
右
衛
門
が
惣

四
郎
を
除
い
て
「
い
つ
九
も
小
味
之
老
」
す
な
わ
ち
各
員
で
あ
る
と
衷
現
さ
れ
て

お
り
、
「
作
間
二
少
々
㌣
小
商
ひ
渡
世
静
こ
し
て
い
る
こ
と
。
第
2
回
で
確
か

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
無
高
あ
る
い
は
二
石
以
下
の
階
層
で
あ
る
」
　
で
は
惣

四
郎
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
こ
れ
も
第
.
2
図
に
よ
れ
ば
、
弘
化
三
～
安
政
四
年
、

文
久
元
～
元
治
元
年
の
両
期
間
は
無
高
、
高
持
ち
に
な
っ
て
も
明
治
五
年
で
さ
え

㊨

約
二
.
・
五
石
で
あ
り
、
こ
れ
も
土
地
所
有
面
か
ら
規
定
す
る
と
貧
員
で
あ
る
。
つ

ま
。
程
度
の
差
令
あ
れ
同
じ
零
空
謡
有
者
で
あ
り
な
が
年
増
郎
と
民

平
ら
四
人
と
の
間
に
階
層
的
差
が
つ
い
て
い
.
る
の
は
、
二
つ
に
は
ま
さ
に
農
閑
余

業
の
あ
り
方
の
差
に
よ
る
も
の
だ
と
考
え
る
こ
せ
が
.
で
き
る
。

第
二
に
、
彼
ら
は
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
余
稼
ぎ
を
行
な
い
、
ど
の
よ
う
な

ノ

特
徴
を
も
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

)

　

　

　

　

.

・

　

　

　

　

　

　

　

‥

鐙

〓
惣
四
郎
　
「
私
義
作
間
二
小
南
ひ
運
賃
積
等
渡
世
仕
釆
」
と
あ
る
だ
け
で
具

体
調
に
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
↓
於
此
節
出
達
居
候
(
中
略
)
帰
村
次
寛
」

云
々
と
あ
る
よ
う
に
、
彼
の
余
稼
ぎ
が
村
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
村
外
で
商
売
・

(注)　文政3年(1820)広村大新聞組水帖,弘化3年(1846)広村大新
.開水帖,はか名寄帖,水中占類より作成。
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(辻)

運
送
接
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
主
に
流
通
面
の
仕
事
に
か
か
わ
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

民
平
ら
四
人
　
「
毎
歳
実
爵
弐
三
本
ツ
、
入
古
田
話
手
字
一
両
場
扱
二
仕

立
、
所
々
商
人
共
へ
品
々
交
易
等
仕
釆
」
と
い
う
よ
う
な
操
足
を
営
ん
で
い

8

た
。
民
平
は
同
時
に
霹
実
菜
種
仲
罪
人
も
兼
ね
て
い
る
。
ま
た
明
治
五
年
段
階

に
お
け
る
余
業
の
状
能
心
を
み
る
と
、
民
平
は
仲
…
∫
l
、
新
右
荷
門
は
万
問
屋
、
友

9

助
は
轟
売
買
(
与
功
は
記
載
な
し
)
と
な
っ
て
お
り
、
操
昆
の
み
の
余
稼
ぎ
で

は
な
く
機
会
が
あ
れ
ば
ど
の
よ
う
な
「
外
商
事
取
引
」
に
も
応
ず
る
よ
う
な
、

流
動
的
な
、
多
様
な
余
稼
ぎ
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

.
第
三
に
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
民
平
ら
の
操
約
売
P
買
の
仕
方
で
あ
る
。
そ
れ

は
実
綿
を
少
し
ず
つ
買
入
れ
て
「
手
元
二
両
場
操
二
仕
立
、
所
々
商
人
共
へ
諸
品

々
交
易
」
を
行
な
う
止
い
っ
た
形
態
で
あ
る
が
、
商
人
と
「
諸
品
々
交
易
」
と
い

う
こ
と
は
操
轟
を
売
っ
て
貨
幣
を
得
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
米
や
衣
類
等
々

他
の
諸
商
品
と
寸
交
換
し
て
お
り
、
か
な
り
雑
多
な
商
品
を
対
象
と
す
る
小
商
売

を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
よ
う
。

第
四
に
、
こ
の
よ
う
な
操
屋
は
民
平
・
新
右
街
門
な
ど
の
よ
う
に
「
小
味
之
.

老
」
だ
け
だ
っ
た
の
か
。
第
2
図
に
は
大
新
開
・
灘
組
の
操
臣
と
締
関
係
仲
買
人

の
持
高
推
移
を
示
し
た
。
中
員
あ
る
い
は
富
農
と
思
わ
れ
る
者
も
存
在
す
る
が
、

小
作
貧
農
が
中
心
で
あ
る
。
図
に
は
無
高
百
姓
を
書
き
込
め
な
か
っ
た
が
、
操
昆

に
は
無
高
が
三
名
、
仲
買
に
も
四
名
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
無
高
百
姓
は
根
尾
・

仲
買
の
み
だ
け
で
は
な
く
、
小
作
農
と
し
て
の
側
面
も
あ
わ
せ
持
っ
て
い
る
こ
と

も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

以
上
、
幕
末
期
に
お
け
る
畏
閑
余
業
の
展
開
に
つ
い
て
㍉
小
作
貧
農
屈
の
余
稼

ぎ
を
中
心
に
し
て
そ
の
実
態
を
み
て
き
た
。
そ
こ
で
は
小
作
貧
幾
層
の
農
閑
余
業

に
発
展
的
な
契
機
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
理
由
は
、
こ
こ

で
は
述
べ
な
か
っ
た
滞
権
力
の
流
通
統
制
、
農
民
的
市
場
の
未
発
達
が
考
え
ら
れ

る
が
、
こ
こ
で
第
一
に
指
摘
さ
る
べ
き
点
は
、
そ
の
小
規
模
な
商
売
(
Ⅷ
小
資

本
)
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
わ
ず
か
の
余
剰
分
も
生
活
費
に
消
費
さ
れ
、
年
々
拡

大
再
生
産
す
る
よ
う
な
事
態
に
至
る
こ
と
は
稀
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
繰
屋
を

営
ん
で
い
て
も
、
な
お
貧
良
の
域
を
脱
し
き
れ
ず
、
機
会
が
あ
れ
ば
様
々
な
余
稼

ぎ
に
従
事
し
て
・
家
計
の
や
詰
㌃
窮
七
い
る
1
家
督
一
鮫
と
な
っ
た

ー
ー
姿
が
看
取
で
き
る
の
で
あ
る
。
.

と
こ
ろ
で
最
後
に
、
上
層
富
農
に
つ
い
て
言
え
ば
そ
れ
だ
け
に
つ
き
る
も
の
で

は
な
い
。
た
と
え
ば
、
割
庄
足
り
多
賀
谷
千
兵
衛
が
毎
年
「
自
力
か
以
広
村
作
綿

㊨

貫
集
メ
操
締
二
仕
立
」
て
「
轟
だ
つ
荘
」
四
八
〇
枚
を
生
産
し
て
い
る
の
は
、

単
に
「
余
稼
ぎ
」
的
な
も
の
で
は
な
く
、
貨
幣
接
待
を
意
図
し
た
市
場
め
あ
て
の

「
兼
業
」
と
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
J

上
層
富
農
の
右
の
よ
う
な
例
は
多
く
み
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
も
う
一
つ
流
通

面
を
把
握
し
て
い
た
富
農
の
例
を
あ
げ
て
み
ょ
シ
。

覚

一
千
鰯
七
百
弐
拾
九
俵

.

壱
俵
銀
六
匁
五
分
か
へ

代
四
貫
七
百
三
拾
八
匁
弐
分

内

壱
貫
弐
百
三
拾
八
匁
五
分

有
合
二
両
相
済

残
ご
一
貫
五
百
日
　
　
　
　
間
長
　
峯
書

右
室
洛
網
干
昆
久
右
街
門
主
貝
受
申
候

(
中
略
)

一
実
綿
百
本
但
拾
三
貫
弐
百
メ＼

賀
茂
郡
広
村



1β

」
貫
数
千
三
百
弐
拾
貫
目
・

こ
・
銀
壱
匁
百
目
か
へ
.
代
拾
三
貫
弐
百
目

、
内
弐
貫
七
百
日
.
有
合
二
而
相
済

残
拾
貫
五
百
日
間
星
作
右
衛
門

.
右
大
坂
天
王
寺
村
中
口
新
兵
衛
オ
男
受
申
候

・

.
(
中
略
)

右
品
々
入
津
仕
米
l
ハ
村
内
漁
師
浮
過
之
飯
用
、
車
固
ハ
百
姓
共
こ
や
し
用
、

小
ト
高
ハ
㌦
「
半
荘
け
ぺ
互
こ
目
白
戸
誓
告
壬
ト
音
=
・
川
川
」
=
雲
.
世
ド
‥

⑳つ
前
書
之
通
男
受
申
候
(
後
略
)
.

こ
.
の
史
料
は
正
銀
の
両
替
を
村
役
人
に
願
い
出
た
天
保
年
間
の
も
の
で
あ
る
。
大

部
分
を
省
略
七
た
l
翼
こ
の
時
期
の
問
星
の
機
能
は
ま
ず
領
外
か
ら
米
・
千
厩
・

実
綿
を
取
寄
せ
る
こ
と
に
堪
る
。
そ
し
て
米
は
.
「
漁
師
L
浮
過
之
老
飯
用
」
に
、

干
鰯
は
「
盲
姓
共
こ
や
し
用
」
に
売
る
の
で
あ
り
、
実
綿
は
「
黒
瀬
筋
粛
々
井
r

l
村
内
百
姓
浮
過
等
妻
子
共
」
の
余
稼
ぎ
の
対
象
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
峯
吉
は
持

高
九
・
八
石
(
弘
化
二
幸
)
・
で
あ
仇
、
土
地
所
有
の
面
か
ら
言
え
ば
中
農
あ
る
い

I
i
富
貴
ク
ラ
ス
で
あ
る
り
作
右
街
門
は
持
高
不
明
だ
が
、
多
額
の
正
銀
で
実
蹄
の

匂
一
取
引
を
行
な
っ
て
い
る
く
ら
い
だ
か
ら
有
力
な
農
民
と
み
て
よ
い
。
先
述
し
た
操

′
昆
・
良
平
ら
も
こ
の
よ
う
な
問
屋
か
ら
「
毎
歳
実
綿
二
、
三
本
ツ
、
入
音
質
請
」
、

あ
る
い
は
こ
や
し
用
と
し
て
千
厩
を
購
入
し
て
い
た
こ
と
が
十
分
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
流
通
面
を
把
捉
し
て
い
る
の
が
有
力
な
上
層
農
民
で
あ
る
の
は
暮

l
末
期
に
か
ぎ
ら
ず
、
近
世
を
通
じ
て
の
特
徴
で
あ
る
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
小
作
会

員
に
上
っ
て
商
業
的
長
英
の
展
開
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
晨
閑
余
業
の
新
し
い

局
面
も
自
づ
と
限
界
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
先
述
し
た
躁
良
も
そ
の
例
に
漏
れ
な
い

の
で
あ
る
。

∴
お
　
わ
　
日
ソ
.
に

以
上
幕
末
期
の
農
閑
余
業
の
あ
り
方
を
中
心
に
述
べ
て
き
た
が
、
そ
こ
で
は
小

作
貧
幾
層
の
晨
閑
余
業
に
発
展
的
な
契
機
を
見
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
も
と
で
は
、
余
業
は
家
計
の
補
充
と
い
う
程
度
の
役
割
に
と

ど
ま
っ
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。
農
民
の
経
営
を
圧
迫
し
て
き
た
の
お
封
建
地
代
だ

け
で
な
く
、
地
主
・
小
作
関
係
の
実
現
形
態
で
あ
る
高
率
高
額
小
作
料
に
も
そ
の

原
因
が
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
明
治
初
期
に
な
っ
て
も
こ
の
高
率
小

作
料
と
年
貢
1
地
租
が
農
民
の
上
に
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
く
わ
け
だ
が
・
こ
の

間
、
長
閑
余
業
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
か
に
つ
い
て
は
今
後
の
機
会
に

ゆ
ず
ら
ざ
る
を
え
覆
い
。

⑳

明
治
二
十
四
年
(
一
八
九
一
)
の
広
島
県
勧
業
報
告
号
外
「
農
事
調
査
書
」
何

に
よ
れ
ば
、
賀
茂
郡
の
余
業
の
種
類
は
編
菰
・
紡
織
・
運
送
稼
・
職
工
・
u
稼
・

(
マ
マ
)

漁
網
・
日
雇
稼
と
な
っ
て
お
り
、
霜
菰
・
山
稼
な
ど
近
世
期
か
ら
の
一
般
的
余
業

形
態
も
い
せ
だ
に
存
続
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
さ
ら
に
「
専
業
患
家
ニ

シ
テ
世
活
二
間
難
ナ
レ
ハ
随
テ
亦
兼
業
喪
家
モ
困
難
ナ
リ
、
故
二
概
シ
テ
家
賃
二

余
裕
ア
告
ノ
甚
ク
其
数
二
乏
シ
キ
景
況
ナ
リ
」
と
い
う
状
況
か
ら
し
て
、
小
作

貧
農
層
に
と
っ
て
、
苦
し
い
家
計
の
補
充
と
い
う
か
ぎ
り
で
は
変
わ
ら
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

注
①
　
藤
本
清
二
郎
「
幕
末
期
芸
州
に
お
け
る
地
主
経
営
の
性
格
」
(
『
芸
備
地
方

.
史
研
究
』
九
九
、
一
〇
三
)

・

◎
.
こ
の
よ
う
な
長
閑
余
業
の
取
上
げ
方
に
つ
い
て
は
深
谷
克
己
「
江
戸
時
代

の
袋
民
と
『
兼
業
ヒ
(
『
世
界
』
一
九
七
九
年
二
月
号
)
に
学
ぶ
べ
き
点
が

多
か
っ
た
。

.
⑧
　
「
幕
末
期
鬼
灯
に
お
け
る
小
作
農
の
存
在
形
態
」
　
(
高
橋
幸
八
郎
編
『
土
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地
所
有
の
比
較
史
的
研
究
』
所
収
)

◎
　
広
村
に
つ
い
て
は
、
良
民
層
分
解
を
中
心
に
取
り
扱
わ
れ
た
、
小
川
国
治

「
近
性
後
期
瀬
戸
内
員
村
に
お
け
る
『
良
民
的
土
地
所
有
』
の
進
展
」
(
r
芸

-

侍
地
方
史
研
究
し
.
六
九
・
七
〇
)
が
あ
る
。

⑤
　
呉
市
立
図
書
館
広
分
館
所
蔵
、
以
下
断
わ
り
の
な
い
か
ぎ
り
す
べ
て
同
館

文
書
で
あ
る
。

◎
　
年
不
詳
(
巳
年
)
.
「
頭
書
之
覚
」
の
付
紙
∵
一

㊦
　
明
治
六
年
「
田
畑
の
件
」
に
は
水
田
の
裏
作
と
し
て
変
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。

◎
　
年
不
詳
「
当
部
産
物
買
入
代
金
凡
之
見
込
隋
書
」
(
『
呉
市
史
』
第
一
巻
、

二
五
八
頁
)

⑨
　
安
政
四
年
「
実
説
扱
轟
等
折
合
之
機
工
付
有
懸
之
趣
御
款
中
上
書
付
」

(
「
油
方
藍
方
請
願
細
」
)

⑩
　
寛
政
七
年
「
御
領
分
諸
色
有
無
物
帖
御
約
ノ
御
用
二
付
産
物
御
改
帖
」

⑳
　
文
政
二
年
「
国
都
志
御
霜
集
二
付
書
出
帳
」

⑬
　
安
政
二
年
「
御
年
貢
方
井
御
触
苫
試
問
帖
」

⑳
　
小
川
前
掲
論
文

⑱
　
「
高
家
船
漁
師
員
浦
別
帳
」
(
『
呉
市
史
』
第
一
巻
、
一
五
四
～
五
頁
)

⑬
　
寛
政
十
二
年
「
広
村
諸
晶
帳
」
　
な
お
こ
の
史
料
は
広
分
館
に
現
存
し
な

い
の
で
、
広
村
の
商
品
生
産
を
扱
わ
れ
た
宗
盛
美
恵
子
さ
ん
の
卒
業
論
文
か

ら
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
宗
盛
さ
ん
.
の
御
好
意
に
深
く
感
謝
し
ま
す
。

⑲
　
同
右
・

⑳
　
「
仁
方
村
国
郡
志
御
編
集
ユ
付
書
出
帖
」
(
広
島
大
学
文
学
部
国
史
研
究

室
所
蔵
)
.

⑲
　
年
不
詳
(
巳
年
)
「
扱
苧
売
捌
方
之
縫
奉
願
上
書
付
」

⑲
　
同
様
に
山
稼
に
つ
い
て
も
「
「
柴
保
多
　
百
姓
共
並
浮
過
之
老
作
間
二

腰
林
二
両
、
伐
出
し
売
申
侯
」
(
寛
政
十
二
年
「
広
村
諸
晶
帳
」
)
と
幾
閑
余

業
の
一
.
瑞
が
う
か
が
え
る
。

⑳
　
注
◎
参
照

㊥
　
文
政
三
年
「
御
触
順
達
如
」
(
『
広
島
県
史
・
近
世
資
紆
福
Ⅳ
』
、
′
二
五
一

～
二
頁
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

㊧
　
天
保
十
年
.
「
御
紙
面
細
帖
」
(
同
右
、
四
九
八
～
九
頁
)

⑳
　
天
保
十
年
「
諸
品
直
段
約
帖
」

㊥
　
天
保
期
に
い
わ
ゆ
る
半
プ
ロ
層
が
広
汎
に
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
は
.

疑
い
な
い
。
そ
れ
と
と
も
に
前
述
し
た
土
地
売
買
形
態
の
変
化
と
照
応
す
る

事
実
も
興
味
深
い
。

⑳
　
安
政
五
年
「
当
村
百
姓
惣
四
郎
綿
実
所
持
仕
掛
改
役
見
答
申
出
慎
二
付
相
.

約
中
上
番
付
」
(
「
池
方
藍
方
諸
顧
細
」
)

⑳
.
さ
ら
に
年
貢
割
付
の
面
か
ら
判
断
す
る
と
、
惣
四
郎
に
限
ら
ず
外
四
人
の

.
者
も
小
作
貧
農
セ
あ
る
。
(
各
年
乾
「
広
村
百
姓
下
札
帖
」
で
.

⑳
　
安
政
六
年
「
口
上
書
」
(
「
池
方
藍
方
請
願
拍
」
)

⑳
　
嘉
永
二
年
「
綿
実
菜
種
中
買
鑑
札
御
退
居
痺
相
勒
侯
者
与
相
止
侯
者
相
約

人
別
中
上
昏
付
」
(
同
右
)

⑳
　
明
治
五
年
「
職
分
総
計
下
地
約
帖
」

⑳
一
経
営
の
余
稼
ぎ
が
一
種
類
の
み
で
な
か
っ
た
こ
と
は
明
治
六
年
「
諸
商

尭
顧
抱
」
な
ど
に
よ
っ
て
も
知
る
ご
と
が
で
き
.
る
。
た
と
え
ば
前
述
し
た
惣

四
郎
家
で
は
、
惣
四
郎
が
干
鰯
受
売
、
.
そ
の
妻
ミ
ホ
が
綿
売
事
に
従
事
し
て

い
る
。
蛇
足
な
が
ら
次
の
よ
う
な
二
種
類
の
史
料
が
多
く
存
在
し
て
い
る
こ

と
も
、
l
農
閑
余
業
の
形
態
.
・
出
稼
ぎ
農
民
の
一
側
面
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
あ
り
方
を
示
し
て
い
な
で
あ
ろ
シ
。
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.
囚
　
・
覚
(
未
年
)

.

広
村
百
姓
甚
兵
衛
件常
太
郎

当
未
廿
八
才

右
之
老
農
晦
為
稼
備
前
国
へ
罷
出
申
度
旨
願
出
申
侯
間
、
何
卒
往
来
手
形

.
御
調
下
ケ
被
為
遣
候
ハ
、
料
有
奉
存
候
、
.
為
其
書
付
差
上
申
供
、
以
上

(
後
略
)

、
㈲
　
御
印
鑑
御
下
ケ
之
供
奉
願
上
書
付
(
末
年
)

・
覚
、

〓
こ
こ

一
備
前
賀
茂
郡
杉
谷
村
へ
.
罷
出
申
候

炭
焼
稼
百
姓
五
八
件.
甚
助

当
末
三
十
四
才

一

一
同
弐
百
両
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
礼
助

但
夏
方
干
鰯
買
入
代
之
内
月
延
二
而
此
節
払
方
二
付
両
替
御
顧
中
上
候

と
い
う
よ
う
に
偶
然
的
な
事
例
で
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

・
㊨
　
『
明
治
前
期
産
業
発
達
史
資
料
』
甜
巻
九
五

<
付
記
>
　
∴

小
稿
作
成
に
あ
た
り
有
元
正
雄
先
生
、
頼
祓
一
先
生
、
な
ら
び
に
先
輩
方
に
・

・
多
く
の
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
史
料
閲
覧
に
際
し
、
.
呉
市
立
図
書
館
広

分
館
館
長
の
堀
河
さ
ん
に
多
大
の
便
宜
を
受
け
た
こ
と
を
こ
こ
に
記
し
て
深
く

感
謝
し
ま
す
。

(
広
島
市
干
田
町
一
-
五
-
十
七
　
五
島
方
)

一
備
璃
上
郡
坂
本
村
へ
罷
出
申
候

尾
根
葺
同
為
次
郎
件
・
庄
七

当
未
三
十
三
才

一
予
州
銅
山
へ
罷
出
申
供日
罷
毅
同
岩
事
件

(
後
略
)

与
三
郎

当
来
二
十
七
才

㊥
　
安
政
五
年
「
多
賀
谷
千
兵
衛
義
当
村
作
綿
売
捌
冥
加
銀
奉
最
上
添
書
付
」

(
「
油
方
藍
方
請
願
如
」
)

㊨
　
各
不
詳
(
卯
年
)
「
銀
両
替
奉
頗
上
書
附
」

㊥
　
こ
の
よ
う
な
例
は
ほ
か
に
も
み
ら
れ
へ
た
{
え
ば
「
金
子
御
両
替
奉
扁
上

l
書
付
」
(
巳
年
)
で
は
、
・

一
金
七
百
両

但
酒
造
仕
込
用
米
買
入
方
二
付
両
替
御
願
中
上
侠

一
同
弐
百
五
拾
両

(
九
ペ
ー
ジ
よ
り
続
く
)

あ
げ
て
い
ま
す
が
、
元
亀
四
年
(
一
五
七
三
)
・
十
月
隆
景
が
、
あ
ま
り
に
春
忠
を

心
安
く
思
.
つ
て
い
た
た
め
感
状
を
与
え
る
の
が
遅
れ
た
と
し
て
永
禄
五
年
(
一
五

六
二
)
に
遡
っ
て
六
通
の
感
状
を
一
度
に
与
え
て
い
る
の
は
、
隆
景
の
春
忠
に
対

す
る
信
頼
を
物
語
る
も
の
と
い
え
せ
す
l
(
萩
藩
閥
閲
録
巻
十
一
之
二
)
。
春
忠
は

武
人
と
し
て
0
み
な
ら
ず
有
能
な
奉
行
人
と
し
て
隆
景
を
輔
け
る
一
方
・
毛
利
氏

か
ら
も
知
行
を
与
え
ら
れ
、
永
禄
四
年
元
就
・
隆
元
父
子
の
高
山
城
訪
問
の
際
、
.

、

春
忠
の
私
宅
が
元
就
の
宿
舎
に
あ
.
て
ら
れ
る
(
小
早
川
家
文
書
一
二
三
)
な
ど
、

毛
利
氏
と
の
関
係
も
緊
密
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る
毛
利
両
粧
体
制
の

問
題
を
考
え
る
と
き
、
そ
れ
を
支
え
た
脇
役
の
一
人
と
し
て
興
味
探
い
人
物
で

す
。春
忠
は
隆
景
の
死
後
、
一
旦
毛
利
氏
に
忠
誠
を
苦
っ
て
い
ま
す
が
、
慶
長
六
年

(
〓
ハ
〇
一
)
子
息
の
景
貞
と
と
も
に
出
奔
し
て
い
ま
す
(
毛
利
家
文
書
二
九

(
二
三
ペ
ー
ジ
へ
続
く
)

tosho-seibi-repo
長方形




